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論文内容の要旨
【目的】近年.日本で:はImpairedFasting Glucose(IFG)や1ypc2の糖尿病が増加し高血任などを含め
た生活習慣柄が大きな問題となってきている。また，糖尿病と高血圧は.高率に合併することはよく知ら
れている。しかし高巾}-fの危険因子として，血糖値異常の影響を検討した縦断的疫学研究はほとんどな
今f白~，我々は.日本人労性において， 2つの異なる時代におけるIFGの慌患率の変化とその高血圧進展に
およぽす影響について，縦断的研究を行った。
【万法】 1980年代の対象者は， 1981・1983年に観察を開始した糖尿病でなく.かっ.高血圧でない35-60歳
の4130名の男性であった。一方1990年代には，1991-1992年に受診した糖尿病で、なく，かっ.高血Aでない
35-60歳の4319名の男性であった。解析は.多重ロジスチック阿帰解析を用い， 4年後の高血圧進展とIFG
について，初年度年齢. B附，アルコール隈取量，運動習慣.喫煙習慣. 4年間の体重変化について補正し
fこ。
【結果】(1)4年tlの観察期tlにて.80代では708名(17.1%)が90年代では848名(19.6%)が高血圧へ進展し
た。 (2)90年代におけるIFGの頻度は80年代の約2倍であ勺た(80年代は3.2%.90年代は6.1%，P=O.O∞01)0 
(口3HF叩Gを有する群の高血圧の多変霊電警補iF
.寸2.3加4)で，9ωO年{代tでで.は1.7η3(9町5%C口1， 1. 31-2. 29)で有意であったο(4HFGと高血j七の関係において， BMIの
影響を考慮するため.no年代の集団について， BMIで闘別化し検討した。側lが23.0kgfぱ以下の群ではIFG
を有する群では. fFGを有さない群に比べ，高i自l町のオッズ比はZ.31(95%CI" 1. 46-3. 65)と有患であった。
一方.BMIが23.lkgi nf以上の群では空腹時血糖値が100-110昭/dlの群にでも100mg/dl未満の群に比べ，高
血圧進展のリスクは有意に高かったω
【考察】 IFGの憐患率(広明jlしていた。 JI¥C-VIにても糖版病を有する場合.正常高純血!主においても即pfの
薬物療法を推奨しているの WGは糖尿病の危険閃了であり，木研究にて高血町の危険閃子であった。 IPG持
つ者に対して生活科慢の改普は非常に正希望ーと思われた・J
論文審査の結果の要旨
近年. l:J本では高rll-fや糖尿病などの生活習↑宣伝jが大きな問調となってきている。また，糖尿病と高血
圧は高率に合併することはよく7-1られている。しかし尚Hn!干の1E険因子として， IfiJ糖値製常Cimpaired
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fasting glucose:IFG)の影響を検討した縦断的役学研究はほとんどない。
著者は日本人男性におけるIFGの惇患率とrFGが高血Jf進展におよぽす影響について縦断的研究を行った。
対象は1980年代と1990年代の2群で，1980年代の対象者は，1981-1983{j:に観察開始時に糖尿病ではなく，
かっ高血圧出ない35-60歳の4130名の男性であった。一方1990年代は1991-1992に観察を開始した同じく43
19名の男性であった。解析は，多重ロジスチック凶帰解析を用い， 4年後の高血圧進展とIFGについて，初年
度年齢，B削，アルコール摂取量，運動習慣.喫煙晋|貫， 4年間の体重変化について補正したの
その結果， 4年間の観察期間にて.80年代では708名(17.1%)が90年代では848名(19.6%)が高
圧へ進展した。 90年代におけるIFGの頻度は6.1%で.80年代の3.2%に比べ約2倍であった。 IFGを有する
群における高血圧の多変量補正後のオッズ比は， IFGを有さない群に比べ80年代では1.54(95%CI， 1.01-
2.34)で， 90年代では1.73(9596CI， 1.31-2.29)でそれぞれ有意で高値であったυIFGと高血圧の関係にお
いてBMIの影響を考慮するため.90年代の集団について側Iで層別化し検討した。 BMlが23.0kg/nr以ドの群
における高血圧のオッズ比は. IFGを有さない群を1とすると. IFGを有する群では2.31(9596CI， 1.46-3.65) 
と有意で高値であった。一方.BMIが23.1kg/ni以上の群では空腹時血糖値が10Q-1l0mg/dlの群にでも100m
g/dl未満の群に比べ.高血圧進展のリスクは有意に高かった。
高血圧に関する米国合同委員会第6次報告JNC-VIにでも糖尿泌を有する場合.正常高値血圧においても
即肢の薬物療法を推奨している。 IFGはもともと糖尿病の危険因子であるが，本研究では高巾I圧の危険因子
であることが明らかになった。 IFGの羅患率は増加しており.IFGを持つ者に対して生活習慣の改善は非常
に重要と思われた。
以上の研究成果は，高血圧の危険因子の解明と高血圧進展予防に大きく寄与するものであり，著者は博
士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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